
大分県のCKD普及活動の取り組み
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大分県、医師会、専門医で大分県糖尿病腎症予防推進事業を
R3年から開始
R4年は上記の効果検討会議を各地区代表で開催（R4/8/29）
今年度医師会から医師会員全医療施設に糖尿病性腎症重症化予防の
取り組みとしてCKDの紹介基準を示したものを下敷きにして配布（左）。
糖尿病でかつ腎機能が低下している患者で
１）尿蛋白が＋1以上
２）eGFRが45ml/min/1.73m2未満
３）2年以内にeGFRが30％以上低下したもの
特に急速進行症例を早期に専門医に紹介してもらうため
３）の基準を追加した。

＊その後、大分県と大分市の紹介基準が異なっており混乱を招くため
大分市のCKD患者紹介基準も上記に統一した。

大分大学医学部附属病院に糖尿病腎症透析予防診療チーム（2020）
が県の予算で発足し、腎臓内科、糖尿病内科中心に包括的治療
とその啓蒙を行っている。
R4/3/10世界腎臓デーに大分合同新聞に啓蒙広告掲載

大分県としてのCKD普及活動



現在大分市慢性腎臓病病診連携システムで行政、かかりつけ医、
専門医の連携中。
病診連携を円滑に行うため専門医とかかりつけ医の
連絡ツールとしてCKD手帳を市の予算で平成25年から作成。
これまで3270冊配布（左）。

講演会；2022/11/24令和4年度CKD研修会：webを大分市主催で開催
（毎年行ってるCKD市民公開講座は中止）

大分市としてのCKD普及活動
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